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1． 論文博士請求論文提出・受理の背景と経緯 

名古屋大学大学院国際開発研究科は、2010年 8月にブータン王国王立ブータン研

究所と学術交流協定を締結した。異文化、各国の価値観や開発目的を尊重し、アジア独

自の開発モデルの世界への発信を、その設立目的の一つとする当研究科の研究教育活動

の一環としてその前年、木村宏恒教授と大坪滋教授が同研究所を訪問したところから共

同研究や人材育成・交流が開始されることとなった。「国内総生産(Gross Domestic 

Product:GDP)」の最大化ではなく「国民総幸福(Gross National Happiness:GNH)」に注

視するという政治哲学・開発思想で世界的に有名なブータン王国、1960年代からの近代

化と 1990年代以降の実質的な開国以前は「秘境の国」とされていたブータン王国には世

界中から研究者が押し寄せ、この国の Knowledge Bankである王立ブータン研究所に多く

の者が関心を寄せる。その中で、所長の Dasho Karma Ura氏が当研究科との関係樹立、

共同研究や人材育成協力に興味を示したのは、名古屋大学国際開発研究科の目的や大坪

教授の推し進める「グローバリゼーション下の開発パラダイム」国際共同研究の目的趣

旨に賛同することとなったためである。ブータン研究所研究員の名古屋大学での客員研

究、学位取得から始まり、現在では多くの国家機関、大学から名古屋大学への留学研究

者が拡大している。その後、当研究科に着任したブータン研究者である上田晶子准教授、

「貧困と社会政策」学位教育プログラム代表を務める伊東早苗教授等の開発人類学者、

開発社会学者とブータン研究所との研究協力も続いている。国際共同研究の成果の第一

陣は 2016 年に Routledge から３冊組で出版された(Shigeru Otsubo ed., Globalization and 

Development)。Karma Ura氏も Volume II: Country Experiences にブータン王国の近代化と

国際経済社会との統合の過程を寄稿し、Volume III: In Search of a New Development Paradigm 

の opening chapter に「GDP から GNH へ」の理念、経過を寄稿している。 

Karma Ura 氏には、その学術的貢献が高く評価され、第４代ブータン王国国王よ

り Dasho(最高の人物の意)の爵位が 2006年に与えられている。また、2010年には、現在

の第５代国王より Druk Khorlo (Wheel of Dragon Kingdom)の名誉がその文学や芸術への貢

献に対し与えられている。ブータン王室の信頼も厚い、知・芸術の巨人である。Karma Ura

氏は 2012 年に海外客員研究員として名古屋大学大学院国際開発研究科にて滞在研究を

行った。この折にGNHの１コンポーネントである時間の使用と幸福(time usage in happiness) 

についての分析執筆を行ったが、これが近代化の波の中で大きく変化しつつあることを

示した。これに端を発し、共同研究者の大坪教授との間に、変わりゆくブータン王国を

他の誰でもない、ブータンの知の巨人である Karma Ura 氏のブータン研究として分析執

筆し、世界の（開発）研究者が reference とすべく道標として残し、これを持って名古屋
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大学から論文博士号を取得するという共同目標が設定された。その後、６年余りの月日

を経たが、特にここ４、５年ほどの間には、ブータンに現存する膨大な資料、史料の収集

分析、王室を含め、社会各層の有識者、行政担当者、僧侶、一般国民とのインタビュー調

査、ブータン各地域の調査を経て、博士学位請求論文の執筆に努め、この度、学位請求論

文の完成、提出に至った。 

 

2． 論文の概要と構成 

 Karma Ura 氏は本学位請求論文の Dedication の中で、本論文をブータン王国皇

太子(2016年 2月 5日ご生誕)に捧げることを表明している。また、22世紀に至るまでこ

の国を導いて行かれる皇太子様と、共に働く同年代の若い世代がその役に着く前に、ブ

ータンがどのような国であったのか、どう変わって来たのかを正しく把握し、その後の

国家運営への道標として頂くことを願って本論文をまとめるとしている。 ブータン王

国は 1960 年代に端を発する近代化、1990 年代以降の世界的なグローバリゼーションの

過程との関わりの中で急速に変化しており、皇太子様や同世代の若者が 10代に達するこ

ろには、過去のこの国の文化社会、伝統の把握と承継が簡単な作業ではなくなっている

と思われるからである。1国の将来を形作っていくためには、その来たりし道を知ること

が第一歩であるからである。所謂専門家は、この国の文化社会、人々の生活のごく一部

を知っているかもしれないが、国家の一員として伝統文化を継承し、生活様式を形作っ

ていくためには、各時代や各地域の人々の生活を形作って来た大衆の理解と動機付けを

包括的に把握理解せねばならない。よって本論文の目的は、近代化以前、あるいは近代

化初期の一般大衆の生活と、それに影響を及ぼして来た全ての重要な制度や慣習・慣行

を正しく把握し、分析し、整合的かつ相互に連結する形で記述することにある。 

 

 本論文では、ブータン王国の人々の生活・人生に関する 19 の諸側面を取り扱っ

ている。即ち、 

1） 家族やコミュニティの一員としての一般大衆の（普通の人の）誕生、結婚、相続、死

等の人生の通り道。 

2) 共同作業としての練り土作りの家屋建築に関わる建築技術、儀式。 

3) 村落共有地、水道電気等、種馬（繁殖場）、水車、ストゥーパ（仏舎利塔）、寺院、橋、

道路等の設置と運営。 

4) コミュニティ構成員間の互恵的および非互恵的な責務や社会的、感情的、経済的な相

互支援の慣行。集団的な祭典や儀式への規則的な参加。 

5) 家畜、繁殖、村の共有地としての牧草地管理と牧夫、牧婦の役割。 



論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

6) 人足や隊商による物々交換、国内および海外との貨幣使用の交易、人と家畜の季節移

動。 

7) 経験する風、川、鳥、動物、詩、歌、儀式典礼の楽器等の音；ゾンカ（Dzongkha）や

ツァンラ（Tshangla）等の主要な言語の音。 

8) 要塞とそれを戦略的に防御する橋の機能、伝統デザイン、建築方法。 

9) 豊富な巨大建造物の遺産と遺棄を立証する考古学的知識と要塞や宮殿の遺跡調査。 

10) 家屋外壁や寺院、要塞の壁画のスタイルとテクニックの理由づけと変遷。 

11) 瞑想や可視化の教授法としての 密教の図像学。 

12) 土神、ボン教の神格、仏教の尊格に対する信仰の多元性。特に辺境地域における典型

的なボン教（土着宗教）の神格を祝福する祭りの参照。 

13) 1651 年の国家統一後の、国家の領土と、修道院制度と一般市民制度のガバナンス構

造。ドゥンパと言われる民衆に一番近い公僕の参照。 

14) 1950 年代に至るまで僧侶や公僕の行動規範とされた第 10 代摂政ミパム・ワンポ

（Mipham Wangpo）による諸法の本質。僧侶や公僕がしてはならないこと、道義上ま

た法規上すべきこと。 

15) 一般家庭に課せられていた労役や物品税の種別。 

16) 軍事衝突における軍事力行使、武器の種類、各ゾンと国家間の弾薬の配分の分析評

価。 

17) 17、18世紀のチベット、19世紀の英領インドとの軍事衝突。 

18) 千年以上にわたる密教の興隆, 僧院での教育カリキュラム、僧侶たちの日常生活。特

に中央僧院における現状の参照。 

19) プナカ（Punakha）のゾンに埋葬されている、建国の祖、初代シャブドゥン（Zhabdrung） 

ガワン・ナムゲル（Ngawang Namgyal）の象徴的役割。彼によるブータン国王や大僧

正の任命儀式。 

 

本論文は全 12章から成る英語論文である。第 1章は導入章であり、研究目的と

手法、論文の構成の紹介を行なっている。第 2章から第 12章までは、上述の 19のテー

マ（人々の生活の諸側面）を踏まえた分析記述章である。章の構成は、万人に身近な、

人々が生まれ育つ場所から始まり、関係を持っていく社会、制度、芸術・文化、政治（統

治）、紛争、宗教等に対象が拡大されて行く。第 2 章では母の家（母屋）の構造や建築

法。第 3章では家族と村落社会の構成や慣習。第 4章では牛と牛飼い(牧畜)にまつわる

慣行。第 5章では大地の音や色。第 6章では国の各地域間の移動、商取引やそのインフ

ラ（橋、道路網）。第 7 章では要塞であり各地域の政治と軍事の拠点として使用されて

きた仏教僧院であるゾン(dzongs)。第 8章では絵画や壁画等の視覚芸術。第 9章では信

仰と教義のタペストリー。第 10章では異なる伝統を包含する国のガバナンス。第 11章

では紛争と侵略の歴史。第 12章では僧侶と修道院が、それぞれ扱われている。 
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３．評価 

ブータン王国の民や施政者、リーダー達が、各時代や各地域の人々の生活を形作

って来た大衆の理解と動機付けを包括的に把握理解し、伝統文化を継承しつつ、開国後

の新生活様式を形作っていくことを可能とするために、本論文では、近代化前から近代

化初期の一般大衆の生活と、それに影響を及ぼして来た全ての重要な制度や慣習・慣行

を正しく把握し、分析し、整合的かつ相互に連結する形での記述を試みている。 

このような試みは広く文化人類学、開発人類学、開発社会学等の中で見られるも

のであるが、Karma Ura氏は英国で修士号レベルまで経済学教育を受けており、制度論、

政治行政学、政治哲学、歴史学、文化人類学、民俗学にも詳しく、「国民総幸福(GNH)」の

概念理念の政策翻訳に関する具体化作業にも詳しい。文化・芸術面においては、絵画、祭

りや式典の運営や諸道具の製作にも長けている。GNH サーベイを通してブータンの各地

を隈なく調査した経験も有する。加えて、国際社会への開発パラダイム発信や国際共同

作業を通じて、ブータン王国を外から観る眼も有している。これらの知識見識を動員し、

長年の調査の結果を踏まえて執筆された本論文は、ブータン国民の将来の国造りへの道

標となるだけでなく、ブータン研究、これを含めた開発パラダイムを模索する研究者、

施政者、学生等にとっても大変貴重な学術的資料となることには疑いの余地が無いと言

え、高く評価されるべきものである。 

また Karma Ura氏はブータン史にも精通しており、ブータン近現代史に関して

複数の単著・編著を出版している。特に本学位請求論文の第 7〜第 12章は、同氏の歴

史学的研究を発展させたものであると言えるが、そこに民俗学・文化人類学的な視点が

加えられている点は特筆すべきである。これは歴史学者でありながら民俗学者・文化人

類学者でもある同氏だからこそ推進できる稀有な研究手法である。当該章において

Karma Ura氏は、文献研究とフィールド研究を融合することで、既存の研究者が成し得

なかった多角的分析を行い、新たなブータン像を提示している点は極めて新規的かつ独

創的であると言えよう。  

膨大な資料、史料と現地調査に基づく分析記述は第 2章の母屋にまつわる記述

から第 12章の仏教と僧院の記述にいたるまで、ほとんどの章において、それぞれ関連

する学術分野の研究者に新たな研究課題とそれへの道標を提示している。例えば、第

11章の戦争にまつわる史実、事実の整理は、恐らくブータンを取り巻く地域の紛争

史、紛争の仕組みに関する研究に新たに門戸を開くものと言える。 

最後に、本論文に収録されている写真、図表、ノート、Appendix表等により提

示されている史料、資料はそのまま学術アーカイブに蓄積されるべき学術的価値を有し

ている。 
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 本論文に欠けているものは、これらの分析記述を踏まえてのブータン王国の新た

な国家論であり、将来どの様な開発、国造りを目指すべきかの議論であろう。しかしな

がら本論文提出者は、これを将来へ向けた次の段階の作業と捉え、本論文にも敢えて完

結章を用意しないこととしている。後述するが、王室への献上が予定されていることへ

の配慮でもあり、これらは来年以降の将来的研究課題であると捉えるべきであり、本論

文の学術的価値を損なうものではないと判断される。 

 

本博士学位請求論文は、この後、今回含めることの出来なかった幾つかの追加

的な記述分析章と写真や資料、史料を加え、ブータン王国にて書籍として刊行され、来

年 2019 年 2 月の皇太子様満 3 歳の節目に王室に献上されることとなっており、この計

画に即して王室からのモラルサポートや業務支援が続いている。その後、本博士論文は

名古屋大学 repository を通じて世界に公表されるとともに、刊行書籍は世界中の研究

者の利用に供せられる予定である。 

 

４．結論 

 以上の評価により、本論文は博士（国際開発学）の学位に値するものである。  

 

 

 


